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菌叢表記 土壌採取場所  菌叢表記 土壌採取場所 
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(pH 7.5, 53.0°C) 
①3G  ⑥2G 
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実験 II 単離菌株におけるD-アミノ酸資化性の検討 

















分岐鎖アミノ酸 D-Val, D-Leu, D-Ile, D-allo-Ile 1G 1A 
ヒドロキシアミノ酸 D-Thr, D-allo-Thr 2G 2A* 
含硫アミノ酸 D-Met 3G 3A* 
芳香族アミノ酸 D-Phe, D-Tyr, D-Trp 4G* 4A* 




















実験 III 単離菌株の16S rDNA解析 
 平成30年度の研究で得たAB1、本研究で得たOY1およびAB2を分類学的に同定するために、それぞれ









AB1の場合はBrevibacillus thermoruber UICCの16S rRNA遺伝子と高い相同性（99.22%）を示した。















資化する好熱性Brevibacillus 属細菌AB1、及びD-BCAAs を資化する好熱性Geobacillus 属細菌OY1 と
AB1を分離することに成功した。Brevibacillus属細菌およびGeobacillus属細菌からD-Met又はD-BCAAs
の代謝関連酵素は報告されておらず、今後新規酵素を見出せる可能性が高い。また、D-Hisを資化する可能
性が高い好熱菌2株を単離しており、これらの分類学的な同定、代謝関連酵素の特定も学術的価値の高い知
見になると期待できる。以上のことから、本研究で得られた成果は安定性の高い D-アミノ酸代謝関連酵素
の探索、そして、その酵素を利用した酵素分析方法の開発への展開が期待できるものであるといえる。 
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